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（平成 25 年 8 月 22 日受付/平成 25 年 12 月 6 日受理）
要約：湛水直播水稲において，高位分げつが出現した分げつと出現しなかった分げつの収量関連形質を比較
した。播種様式を点播とし，苗立ち密度 50 本/m2（低苗立ち密度）の 50 本区および 100 本/m2（適正苗立ち
密度）の 100 本区の 2 区を設けた。両区とも高位分げつが多く出現し，その出現数は 50 本区で 78.5 本/m2
および 100 本区で 93.5 本/m2 であった。両区とも出現した高位分げつの殆どが bT3（止葉節から出現した
分げつを bT1 とし，求基的に示した分げつ位）と bT4 であった。高位分げつが出現した分げつの方が，出
現しなかった分げつより 1 穂籾数，1 穂玄米重および登熟歩合が有意に大きかった。高位分げつが出現した
分げつの中では，bT4 が出現した分げつの方が bT3 が出現した分げつより，収量関連形質が大きかった。
また，葉数 3 枚の高位分げつが出現した分げつの方が葉数 2 枚の高位分げつが出現した分げつより，1 穂籾数，
1 穂玄米重および登熟歩合が大きい傾向が見られた。高位分げつ自身も，bT4 の方が bT3 より，すべての
収量関連形質が大きく，さらに葉数 3 枚の高位分げつの方が，葉数 2 枚の高位分げつより登熟歩合を除く収
量関連形質が大きい傾向を示した。以上の結果，高位分げつが出現した分げつは，出現しなかった分げつよ






































































cv. Kinuhikari）を供試して行った。播種直前の 5 月 13 日に
催芽種子に，乾燥籾重量の 2 倍量の過酸化カルシウム（カ
ルパー粉粒剤 16）を粉衣した。播種は，5 月 15 日に落水状
態で行い，出芽率が 90％を超えた 5 月 23 日から湛水状態
で管理した。施肥は，5 月 13 日に代掻きと同時に，基肥と
して化成肥料（N：P2O5：K2O＝10：18：16）を窒素成分量





9 日，7 月 13 日（出穂 29～31 日前）および 7 月 20 日（出
穂 22～24 日前）にそれぞれ 0.5 g/m2，1.5 g/m2 および 1.0 g/
m2 施用した。試験区は，播種様式を点播（条間 30.0 cm×
株間 20.0 cm：16.7 株/m2）とし，1 株苗立ち数を 3 本とし
た 50 本区（50 本/m2：低苗立ち密度）および 6 本とした
100 本区（100 本/m2：適正苗立ち密度）の 2 水準とした。
播種粒数は苗立ち密度によって異なった。すなわち，50 本
区は 1 株 5 粒を，100 本区は 1 株 9 粒を，それぞれ播種深
度を約 1 cm に播種し，出芽後に間引きした。なお点播形
状は直径 5 cm の円とし，その円周上に均等な間隔で播種
を行った。間引きは 6 月 1 日に，生育が揃った個体を残し
地際で切断し，設定の苗立ち数にした。なお全株数は 50












動数 140 回/分）で玄米を 3 分間振盪し，粒厚 1.8 mm 以上
の玄米数と玄米重から，玄米千粒重を算出した。また，1






すなわち，止葉節を第 1 節とし，その下の節を第 2 節，以
下同様に基部に向かい第 3 節，第 4 節，第 5 節とし，それ
ぞれの節位から出現した高位分げつを bT1，bT2，bT3，




















株当たりの穂数は，50 本区および 100 本区がそれぞれ 13.2
本および 11.0 本となり，m2 当たりの穂数は，219.6 本およ
び 182.9 本となり 50 本区の方が 100 本区より有意に多かっ
た。高位分げつはすべての株で出現した。株当たりの高位
分げつ出現数は，50 本区および 100 本区がそれぞれ 4.7 本
および 5.6 本となり，m2 当たりの高位分げつ出現数は，
78.5 本および 93.5 本となり，有意な差は認められなかっ
たが，100 本区の方が 50 本区より多い傾向が見られた。






が bT3 と bT4 であった。bT3 と bT4 は，50 本区ではそ
れぞれ 94 本中 21 本と 71 本で bT4 が多く，100 本区はそ
れぞれ 112 本中 55 本と 55 本で bT3 と bT4 の出現数が同
数であり，50 本区の方が下位節の高位分げつの出現割合
が高い傾向が見られた。bT2 と bT5 は僅かに出現したの
みで，bT1 は両区で出現は見られなかった。bT3 の葉数は，
両区とも 2 枚が多く，葉数 3 枚の bT3 は殆ど見られなかっ
た。bT4 の葉数は，50 本区は多くが 3 枚であったが，100




に示した。bT3-2 は葉数 2 枚の bT3 を，bT4-2 は葉数 2 枚
の bT4 を，bT4-3 は葉数 3 枚の bT4 を示す。両区とも高
位分げつの出現時期は高位分げつが出現した分げつの出穂
より早く，50 本区および 100 本区はそれぞれ高位分げつ
が出現した分げつの出穂 7.7 日前と出穂 5.7 日前に出現し，
50 本区の方が 100 本区より出現時期が早かった。出現節









分げつより有意に大きく，特に 1 穂籾数および 1 穂玄米重
で大きかった。また，苗立ち密度間では 1 穂籾数，粒着密
度および 1 穂玄米重において 50 本区の方が 100 本区より
有意に大きかった。高位分げつが出現した分げつおよび高
位分げつが出現しなかった分げつの 1 穂籾数はそれぞれ
117.2 粒と 83.2 粒（母茎は高位分げつが出現しなかった分
げつの 135.8％）であり，粒着密度は 6.0 粒/cm と 4.8 粒/cm
（同 125.0％）であった。1 穂玄米重は 2.06 g と 1.48 g（同
139.1％）であり，玄米千粒重は 22.0 g と 22.2 g（同 99.1％）

















　bT3-2，bT4-2 および bT4-3 の収量関連形質を表 6 に示
した。高位分げつの収量関連形質は，bT3-2，bT4-2 およ
び bT4-3 が出現した分げつの収量関連形質（表 5）とその
傾向が酷似していた。すなわち，苗立ち密度間ではすべて
の収量関連形質において 50 本区の方が 100 本区より大き












1 穂玄米重と 1 穂籾数との間に 0.1％水準で有意な正の相
関関係が認められた（r＝0.782～0.900）。1 穂玄米重と登熟








穂数は 260 本/m2 であり，高位分げつが出現しなかった適
正な苗立ち密度（100 本/m2）の穂数は 320 本/m2 であるの


















　高位分げつの多くが葉数 2，3 枚であり，葉数 1 枚の高
位分げつは僅かで，葉数 4 枚以上の高位分げつは出現しな












方が 1 穂籾数，1 穂玄米重および登熟歩合が有意に大きかっ
た（表 4）。丹野23） は，穂の生産力が高い主茎や 3～6 号分げ
つは，出穂期前の蓄積炭水化物が豊富で 1 穂籾数が多く，
登熟歩合も高いと報告している。また，高位分げつが出現
した分げつと出現しなかった分げつともに 1 穂玄米重と 1
穂籾数並びに 1 穂玄米重と登熟歩合との間に正の相関関係
が認められた（図 3）。金ら24） の試験も，1 穂精玄米重（本






れらのことから 1 穂籾数が多く，1 穂玄米重が重い高位分





量関連形質は bT4 が出現した分げつの方が bT3 が出現し
た分げつより大きく（表 5），高位分げつの収量関連形質も，

















現しなかった分げつより 1 穂籾数，1 穂玄米重および登熟
歩合が大きく，出穂期前および出穂期後の炭水化物量が多
図 3　1 穂玄米重，1 穂籾数および登熟歩合の関係．
●：高位分げつが出現した分げつ
○：高位分げつが出現しなかった分げつ


































































21）　佐藤　庚 1961．稲の組織内澱粉に関する研究．第 8 報 澱
粉消長よりみた分げつ相互の関係．日作紀 30：23-26.
22）　王　永琴・花田毅一 1982．水稲の主茎および分げつ間にお



























bT3.   All  related yield characteristics of  the  three-leaf UNTs were higher  than  those of  the  two-leaf 
UNTs.  Therefore, because the number of spikelets per panicle, the weight of brown rice per panicle, and 
the percentage of ripened grains of  the tillers with UNT appearance were higher than those of  tillers 
without UNT appearance,  tillers with UNT appearance showed abundant accumulated carbohydrates 
before the heading stage, and showed high production of carbohydrates after the heading stage.  Results 
clarified that the related yield characteristics of UNTs were high when the related yield characteristics 
of tillers with UNT appearance were high.
Key words：upper nodal tillers, related yield characteristics, rice plant, direct sowing in flooded paddy 
field, normal tillers
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